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第一章

　

緒

　

言

肺臓ノ主タル機能・ヽ呼吸自]チ｢ガス｣交換ナリ。

此ノ呼吸性｢ガス｣交換ハ呼吸面積ノ大キサ、呼

吸面ノ性状、環流スル血液ノ量、組成及ビ速度

二開係スルコトノヽ既二知ラレタル所ナリ､、種｡々

ナル肺臓障碍(肺炎、肺気腫、気管枝喘息、肺

結核拉ビュ腫瘍、肋膜炎症及ビ気胸二因ル呼吸

腔ノ狭少等戸ヽ肺胞内｢ガス｣交換二種々ナル程

度ノ障碍ヲ惹起スル事ハ、Sackｕｒ(1)(1896)、

Lippert (2)(1912)、Ｂｒｕｎs(3)(1912)、Ｍｅａｋｉｎｓ(4)

(1921)、Le Blanc (5)(1922)、Jansen, Knipping"

U.

　

Stｒｏｍｂｅｒｇｅｒ(6'(1932)、ｖｏｒｗｅｒｋヘ1937)

等ニョリテ明カエセラレタリ。而シテ肺結核二

於ケル｢ガス｣交換二開シテ行ハレタル動脈血

｢ガス｣分析研究ニアリテノヽ、Hiflｒtｅｒ(8)(1912)ハ

浸出性肋膜炎１例二於テ、Ｐｏｍｐｌｕｎ(9)(1928)、

Ｈｅｎｉｕs(1o)(1930)、Ｂｅｒｋｏｒic叫(1936)ノヽ重症肺結

核二於テ、各λ動脈血酸素含有量ハ減少フ、ル事

ヲ･認ノタリ。更ニＰｏｍｐｌｕn42)ノヽ重症肺結核散

例二就キ、動脈血酸素含有量ト血色素早ヨリ換

算セル酸素容量トノ差が疾病ノ悪化二件ヒテ堆



加シ、動脈血炭酸ガス含有量モ亦噌加スルコト

ヲ･述ベタリ。海老名4叫1932)ハ25名ノ肺結核

患者二就テノ測定ニョリ重症肺結核二於テ動脈

血酸素飽和度ハ減少スル傾向アルモ必ズシモ病

勢トノヽ蚊行セデル事ラ述ベタリ。

是等ノ研究二於テヘ其動脈血探取ハ何レモ僥

骨動脈穿刺二依ルタノ･臨休上容易二賓施シガタ

キ鮎アリ。橘二動脈血｢ガス｣分析ハ肺結核二於

ケル肺臓機能検査法トシテ重要ナルニ不拘、軽

重種カノ多数患者二就テ詳細ナル研究ヲ行フニ

難カリキ。然ルニ1937年斎藤万1りヽ微量血液｢ガ

ス｣分析装置サ考案シ、且ツ耳柔ヲ囁氏50度内

外二加温探血セル皮膚血ハ血液｢ガス｣ニ就テ､ハ

動脈血ト等シキ事テ明カユシ漓、吉村46しヽ水素

｢イオン｣濃度二就キテ同様ノ事テ澄明セリ。

因ツテ著者ハ此ノ方法ヲ用ヒテ肺結核患者ノ動

脈血｢ガス｣分析尹行ヒ、其酸素容量、酸素含有

量、酸素不飽和度拉ビュ炭酸｢ガス｣含有量ヲ測

定シ、且ツ同時二動脈血ノ血色素含有量、赤血

球沈降速度、呼吸、脈傅拉ビュ幄温尹測定シ以

テ肺結核二於ケル肺臓機能障碍拉ビュ夫レト病

勢、憬後トノ開係特ニＸ線寫具像二嫁ル病竃ノ

摘ガリトノ開係サ明カニセントセリ。

今是等ノ動脈血｢ガス｣量ノ臨休的意義二就テ考

フルニ酸素容量､ハ血色素ノ一部が特二愛性ヲ蒙

ラずル限り血色素量ト比例スルモノーシテ、ソ

ノ減少ノヽ血液ノ酸素運搬能ノ低下ラ示スモノナ

リ。酸素不飽和度ノヽ酸素容量トダヽ直接ニハ無開

係ナルモ肺胞毛細血管ラ流通ソ、ル血液ノ全慌ト

シテノ酸素吸収能ヲ表ハスモノーシテ、其噌大

｡ハ肺胞二於ケル酸素吸収機韓ノ障碍ヲ示スモノ

ナリ。肺結核患者二於テ酸素吸収能ノ低下ハ主

lヽシテ肺臓組織二於ケル浸潤或ハ崩潰二因リテ

起り得ルモノト考ヘラル。叉浸出性肋膜炎二於

テノヽ主トシテ浸出液貯溜が肺胞ヲ座治シテ換気

ヲ障碍スルニ因リテ起り得ルモノト考ヘラル。

更二動脈血酸素含有量ノ低下.･ヽ血色素量ノ減少

拉ビニ動脈血酸素不飽和度ノ噌大トノニ者共ニ

其原因トナリ得ルモノナリ,、而シテ此ノ低下ニ

對シテハ之ｦ･代償スルタｙ循環機能ﾉヽ一般二促

進ヲ見ルモ、若シ此ノ低下ガ高度二至ルトキ.･ヽ

全身諸器官二對スル酸素ノ供給二障碍ヲ及ボス

モノナリ。

動脈血ノ｢ガス｣含有量ノ正常値二間シテダヽ臥米

二於テ若干ノ報告テ見ルモ未グ木邦人二就テノ

正喧ナル測定値二乏シ。菅原ダヽ血液ノ酸素容量

サ23.2－13.7(平均20.3)容積％トセリ。叉加

藤及ビ山北ﾉヽ饒骨動脈二就テBarcroft氏法ニ

ヨリ、其酸素不鮑和度テ1.86－0.86(平均1.56)

％、大平ハ同法ニヨリテ1.7－O.5(平均1.1)χ

トセルモ､此ノ値ﾉヽ常識的二認メラルル値(van

Slykeニヨレバ4→が、vorwerkニヨレバ3

－7ズ)ニ比シテ著ルシク小－シテ充分ノ信サ

オキ難ｼ、炭酸｢ガス｣含有量二闘シテハ舒脈血

二就テノヽ其報告多キモ、動脈血二闘シテノヽ犬平

ノ53.7ー43.O(平均48･6)容積ｘナル報告テ見

ルノミナリ,、是等テ敵米ノ文畝ニ徴スルニ動脈

血ノ酸素容量ニ間シテダ、Van S1yke ノリ

第二章

　

育験方法

血液｢ガス｣測定刊シヽントスル被験者ヲ空気流 通好キ病室叉ハ試験室ニテ30分間沈黙仰臥安

吉村＝肺結核二於ケル動脈血｢カ・.ス｣分析二依ﾉl/肺臓検査二就テ 【第17巻724
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静 セ シメ タル後 、 齋 藤 ノ方法 ニ ヨ リテ其 動 脈 血

ラ採 取 セ リ。 即 チ 耳朶 ラ 囁 氏50度 内外 二加 温

後 小 刀 ニ テ穿 刺 シ、 送 出 スル最 初 ノ血 液 滴 テ捨

テ去 り タル後 、 耳 朶 テ迅 速 二 小 皿 二人 レタル 流

動 「ハ ラ フ、ン」中 二浸 シテ 血 液 滴 テ ソ ノ内 二採

取 シ、 以 テ血 液 ヲ空 気 二燭 レ シムル事 テ避 ケ ク

リ。 次 二 之 ラ 齋:藤考 案 ノ0.1ccmノ 「メ ス ピ

ペット」2本 二探 リ1其1本 テ以 テ血 液 ヲ絶 対 二

空 気 二燭 レ シム ル 事 ナ ク シテ 酸 素 及 ビ炭 酸 「が

勺 含 有 量 テ測 定 シ、 又 他 ノー 本 ノ・血 液 テ空 気

二飽 和 セ シノ タ ル後 、其 酸 素容 量 テ測 定 シ、是 等

ノ測 定値 ヨ リ動脈 血 酸 素 飽 和 度(酸 素 含 有 量 ト

酸 素 容量 トノ比)及 ビ其 酸 素不 飽 和 度(100一 酸

素飽 和 度)ヲ・:算出 セ リ。 而 シテ後 二 道 ブル 如 ク

患 者 ノ病 勢 ハ此 ノ酸 素 不飽 和 度 ト緊密 ナ ル關 係

アル コ トラ認 メ タル テ以 テ、 實 験 成 績 ノ記載;ニ

ノ・圭 トシ テ此 ノ酸 素不 飽 和 度 子採 用 セ リ。

血 色 素 量 ・・Sahli氏 血 色 素計 テ以 テ 測 定 セ リ。

而 シ テ其 實 測 値(皮 目)ノ・男 子90、 女 子80ヲ 以

テ正 常 値(100ウ6)ト ス ベ キ モ ノナ ル テ以 テ(藤 井

P参 照)
、 此 ノ恒数 テ 以 テ 各 實 測 値 テ除 シタル

%値 テ表 二掲 グル コ ト トセ リ。 爾 表 二掲 ゲ タル

値 ノ・同時 二行 ヒ タルニ 同 ノ測 定 ノZF均 値 ナ リ。

赤 血 球 沈 降速 度 ノ・Westergren氏 法 ニ ヨ リ約

20℃ 内外 ノ室温 二於 テ 測 定 セル ー・時 間 値 テ記

載 セ リ。 術 此 外 二呼 吸 、脈 搏 、 禮 温 ノ測 定 値 、

喀疾 検 査 二依 ル 結 核 菌 ノ有 無 、拉:ビ ニX線 爲 眞

像 二於 ケ ル室 洞 テ併 セ考 察 セ リ。

第三章 實験成績

第一節 健康者 ノ動脈血 「ガス」含有量蛇 二血色素量測定

健康者男子12名 、女子8名 計20名 二就 キ臨休

検査拉 ビニX線 検査 テナシ、其健康ナル事ラ・確

説セル後、動脈血「ガス」分析及ビ其他 ノ血液性

状測定テナセリ。第1表 及 ビ第2表 参照。

而 シテ其測定結果 テ要約 スレバ第3表 二示 スガ

如 シ。

赤血球沈降速度ノ・臨躰:上ノ習慣二從 ヒ11mm

第1表

以 上 テ促 進 セ ル モ ノ トスル トキノ・、 之 二囑 スベ

キ モ ノ男 子12名 中2名(17%)、 女 子8名 中3名

(389の ア リ。

而 シテ血 色 素 量90%二 達 セ ザ ル モ ノ 男 子 二於

テ2名 、 女 子 二於 テ1名 ア リ。 且 夫 等 ノ酸 素容

量 拉 ビニ酸 素 含 有 量 ノ・共 二他 ノ測 定例 二比 シテ

著 ル シ ク小 ナ ル事 テ認 ム。 故 二此 ノ3例 テ除外

健康者男子ノ測定値

姓 名 年 齢 血色素量
(%) 驕舗

一一一
繋留鞠 離 呼吸数 脈搏数

1盤 温

(。C)

一1 25 108 22・0120・8 5146・2 3 16166 36.7

■ 30 91 19・2ド18・3 5148.7 8 19172 36.6

一 51 100 19.3[8.5 4i46・8 3 18 66 36.5

■ 30 109 21.0 19.3 8i49.2 3 19 72 36.5

■ 30 98 21.0 19.7 615・ ・2 4 19 66
1

36.7

■ 51 109 22.4 21.9 2146・7 4 18 72136.5
1

一 20 93 19.1 18.1 5i50・6 6 18 66 36.6

一 61 94 19.6 18.3 747.67 12 17 66 36.6

一 20 87 16.9 15.8 6 44.6 4 18 78 36.6

一 37 100 20.2 19.5 3 49.3 18 20 7236.4

■ 33 80 16.6 15.8 5 44.8 ユ 18 72 36.6

34 105一 20.5 19.3 6 47.3 9 16一 36.5

亭均値
98
(101)

19.8

(20.4)

18.8

(19.4)
5 47.8 7118

72
一 一一 一

70 36.6
1
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第2表 健康者女子ノ測定値

姓 名1糟 血色素 量

(%)
酸素容量
(容積%)

酸 素
含 有 量
(容積%)

酸
不飽 和度(

%)

素炭酸ガス含 有
量

(容積%)

赤 沈速 度
(mm/時)

呼吸数 脈捌敬 髄 温
(℃)

■ 20 99 17.9 16.4 8146・6 17 18 72 36.9

■ 53 101 18.1 17.1 5 148 .5 8 17 72 36.6

■ 43 102 18.1 16.9 7 47.5 12 19 78 36.6

51 81 14.4 13.6 6 43.2 12 19 66 36.5一
■ 26 93 16.6 15.5 7 48.0 4 18 78 36.7

■ 22 94 16.5 15.9 4 45.7 7 18 78 36.7

■ 24 104 18.2 17.0 6 43.7 3 17 72 36.7

■ 28 94 18.0 16.9 6 46.0 10 18 78

0

36.8

準均値
96
(98)

17.2
(17.6)

16.2
(16.5)

6 46.2 9 18 74 36.7

第3表 健康者 ノ測 定成 績 ノ要約

(
=

一名
)

男

子

(
人
名
)

女

子

干均伍

長高値

最低値
準均値

最高値

最低値

(容

積

%
)

酸
素

含
有
廿

(容

積

%
)

酸

素

容

量

(
%
)

血

色

素

量

98

109

80

96

稲
81

19.8

22.4

18.8

21.9

15.816.h

}1:1縦
14.413.6

酸度
素9
不(3
飽
和

FD

一
∩6

一
9
～

鹸 蓉
ぶ有積

♂量ぎ

47.8

51.2

44.6

6146.2

離

(㎜亙

8}4g.5

443.2

7

一18

石

「9

了
3

第4表 健康 者 ノ測 定値 司 リ導 ケル正 常動脈 血 ノ

血 色素量及 ビ「ガス」11けZF均 値蛇 ビニ限界値
1

血露

色)

素
量 繋縛

誰 蓉
那∫積

錦 ぎ

男子i講1雛lil儒1
如一55

女子i講ll17
16…1

16.5

15.Ol4卜55

シテ男 女 各 別h二ZF均 スル トキハ 第1表 及 ビ第

2表 二於 ケル括 弧 内 ノZF均 値 テ得 ル。 今 是 等 ノ

値 ノ約10%テ 其 正 常 攣 動 域 ト假 定 入 レバ正 常

域 ノ下 限 ノ・第4表 二示 ス ガ如 ク ナ ル。 又 酸 素 不

飽 和 度 ノ、第1表 及 ビ第4表 ノ健 康 者 ノ限界 ナ ル

8%迄 ラ 正 常:域 ト 認 ム ル コ ト トナ ス。 尚 炭酸

「ガ ス」含 有 量 ノ・之 テ本 實 験 値 ト上記 ノ文 献 値 ト

テ照 合 シテ40-55容 積%テ 以 テ其 正 常 域 トス。

以 下 患 者 ノ測 定 値 テ観 察 スル場 合 ニノ・便 宜 上是

等 ノ値 テ限 界 トシ テ其 正 常 ト異 常 トテ囁別 スル

コ トトス.
o

第4表 ノ限 界値 二基 キ テ第1表 及 ビ第2表 テ観

察 スル ニ 男 子12名 中2例(17%)、 女子8名 中

1例(13%)ノ ・血 色 素 量 、 酸 素 容 量拉 ビニ酸 素含

有 量 ノ三 者 共 二限 界値 以 下 ノ値 テ示 セ リ.血 色

素 量 ト酸 素 容 量 トノ、平 衡 スベ キ コ トノ、勿 論 ニ シ

テ、 酸 素 含 有 量 モ亦 健 康 者 二於 テ ノ・酸 素 不 飽 和

度 が正 常値 ニ アル限 り之 叉 前 二 者 ノ値 二ZF衡 ス

ベ キ モ ノナ ル コ ト當 然 ナ リ
。

第二節 肺結核及 ビ浸出性肋膜炎患者 ノ動脈血 「ガス1含 有量蛇 ビニ

血色素量測定

肺虚脱療法テ未 グ實施 七ザル肺結核患者86名 、

肋膜炎患者4名 計90名 二就キ、 動脈血「ガス」

分析及 ビ其他 ノ血液性状測定 ラ行 ヒタリ。今其

測定結果 ト患者 ノ病勢 トノ関係 テ考察 スル事次

ノ如 シ。

A.病 竈 ノ鑛 リト動脈血「ガス」含有量

拉ビニ血色素量 卜J関 係

肺結核 二於 ケル病竃 ノ籏 リヲ知ルニノ・X線検査

二依 ル法最 モ確實ナ リ。 而 シテ病竃 ノ搬 リ由

依ル臨休的分類 ハX線 寡兵像 ラ基本 トセル内
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藤(20)ノ分 類 法 二依 ル コ ト次 ノ如 シ。

イ)限 局 性 病 竈 群

「X線 爲 眞 像 上 二於 テ片 側 ニ ノ ミ其 側 全 肺 野 ノ

ソ3テ越 エ ザ ル程 度 ノ陰 影 テ見 ル モ ノ、 但 シ同 時

二同 側 又 ノ・他 側 肺 門部 二線 歌 若 シ クノ・索 状 テ呈

ス ル陰影 或 ノ・位 置 ノ如 何 テ問 ノ・ズ 直径 約3mm

以 内 ノ陰 影 或 ノ・ソ レヨ リ大 ナ ル モ縁 邊甚 ダ シク

鮮 明 デ且 濃 度 モ強 ク テ明 カ ニ石 灰 化竈 ト思 バ レ

ル陰 影4一 一5個 以 内 ノ存 在 スル ノテ 妨 ゲ ナ イ」

(内藤 二依 ル、 以 下 倣 之)。

此 ノ群 二 屈 スル 患 者男 子28名 、 女子9名 、 計

37名 二就 テ測 定 セ リ.此 ノ 中開 放 性 ノ 者 男 子

16名(570)、 女 子5名(56%7)ア リ。 叉 室 洞 ヲ褒

見 スル モ1男 子3名(11%)、 女子1名(11%)ア

リ。 第5表 及 ビ第6表 参 照 。

第5表 二於 テ異 常 値 ヲ・示 スモ ノニ就 テ観 察 スル

ニ男 子28名 中、 血 色素 量、 酸 素 容量 、 酸 素 含

有 量 ノ三 者共 二 限 界 値 以 下 ニ アル モ ノ8例(29

%)、 其 他 二血 色 素 量 ノ・辛 ウ ジテ 限 界 値 以 上 ニ

ァ レ ド、 酸 素容 量拉 ビ ニ酸 素含 有 量 ノ明 瞭 二限

第5表 肺結核限局性病竃群男子ノ測定値

姓 名 年齢
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2

3

2

2

3

3

1

2

3

4

2

2

2

3

2

2

3

2
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2

2
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3

7

1

6

7

6

4

3

8

0

2

2

9

8

2

1

6

5

7

3

4

0

9

2

8

2

0

4

7

色

量

)

0

5

一3

5

%

血
素

(

8

10

10

7

011

86

91

89

87

む10

89

　10

96

む10

89

171

む10

97

99

105

98

96

100

83

96

103

92

59

95

酸素容
量(容
積%)

16.2

21.0

欝欝
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3ロ0249
12

1
　412
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9　910●12

2　612
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コ
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ロ020
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1
　

919ロ91

0
コ

919　91

6　617
　71

9
　018

●11

5

「7

「5

「6

一エ

9

}6

「4

「5

一6

一6

}6

一5

一6

「8

一2

一3

一8

}8

一8

一8

「15

「4

一5

一6

「8

騰馬 沈
含 有 量 速 度,呼 吸 数

(容 積(皿D/時)[
%)

45.9

44.6

5
　

04

7
　

05

2
　

44

9
　

15

5
　

74

。
7犯

6
ロ

74

2
ロ
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U

1
7

3

6

2294

4267

5219
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0259

8141
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4266
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811

0275

816
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815

0264

2256

3286

0221

8111

816

脈搏数

72

}72

92

一82

一84

22{84
2490

84

一86

一84

留 温
(℃)

19.1117.96}47.1

36.2

36.7

16[8
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36.9

36.8

36.8

36.5

36.8

36.6

37.3
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第6表 肺結核限局性病竈群女子ノ測定値一
姓制 嚇灘

　 一

酸素不
飽和度
(%)

炭 酸
「ガス」

含有 量
(容 積
%)

赤 沈
i速 度
(m/時)

呼吸撒脈搏倣

{

翫 弄1空溺 結繭
1

[i88115・8i14・7
7 52.7 73 23 90 37.3 一i+一30

24191 16.8 16.2 4 54.1 16 21 90 37.2 一1一一
■ 25[06 19.6 18.9 4 41.8 29 18 84 37.1 一 一

■ 261102 18.4 17.61 4 41.5133 18 84 36.9 1 十
一

一 16 91 16.4i15.4
「

6 51,235 20 102 37.3 一 一一一
■ 30 94 17・0115・3 10 45.2 90 23 84 37.1 一 十一一
■ 20 84 15.6 14.0 10 48.2 50 23 90 37.1 一 十

■ 24 124 22.3 21.0 6 42.7 5 18 96 36.7 一 一一一
■ 26 81 15.0 14.1 6 52.6 4gi20 90 37.2

_一 一

37.1

一 十

平均値 96 17.4
116

.46 47.8 42120 90
一一

界 値 以 下 ニ アル モ ノ2例 テ合 算 ス レバ10例(36

%)ト ナ ル。 術 此 ノ外 二 血 色 素 量 が 微 カ ニ限 界

値 以 下 一 ア ルモ、 酸 素 容 量 拉 ビ ニ酸 素含 有 量 が

辛 ウ ジ テ限 界値 以 上 ニ アル モ ノ1例 ア レ ド之 ノ・

正 常 域 ニ アル モ ノ トシテ算 入 セ ズ。

酸 素不 飽 和 度 二就 テ観 察 スル ニ限 界 値 以 上 ノモ

ノ(帥 チ9%以 上 ノモ ノ)2例(7%)一 シテ、 共

一上 記 血 色 素 量 其 他 ノ異 常 値 テ 示 ス モ ノニ届

ス。 爾 此 ノ中1例 二於 テ酸 素不 飽 和 度 著 ル シ ク

大 ナ ル モ ノノ・(15夕の 購 温 高 熱(38・3'C/テ 示 ス

モ、 其 他 ノモ ノノ・総 テZF難 文 ノ・微 熱 ノ範 園 内 一

ア リ。

炭 酸 「ガ ス」含 有 量 ・・総 テ正 常 域 内 一7リn

赤 血 球 沈 降 速 度 ノ・限 界 値 以 」=ノ モ ノ18例69

%)ニ シテ過 年数 テ 占 メ術 其 値 ノ 甚 ダ 大 ナ ル モ

ノ多 シ。

次 二第6表 二就 テ観 察"〉.ル二女 子9名 中 π旺色 素

第7表

量 、 酸 素 容 量、 酸 素 含 有 量 ノ三 者 共 二限 界 値 以

下 ニ アルモ ノ3例(33皇 ∫)アリ。

酸 素 不 飽 和 度 ノ・限 界 値 以 上 ノモ ノ2例(22%)ア

レ ド、 其 程 度 輕 微(10%)ニ シテ内1例 ノ・血 色素

量 及 ビ其 他 ノ値 ノ・正 常 値 ヲ・示 セ ル モ ノら屡 ス。

炭 酸 「ガ ス」含 有 量 ノ・何 レモ正 常 域 内 ニ ア リ。

赤 血 球 沈 降 速 度 ノ・唯1例 テ 除 クモ ノノ外8例

(89つの ハ総 テ促 進 セ リ.且 其 値 ノ著 ル シ ク大 ナ

ル モ ノア リ
o

以上男女テ併 セテ之ヲ要約 スル トキノ・、此 ノ限

局性病竃群 二屡スル患者ニアリテノ・其赤血球沈

降速度 ノ結果 ヨリ推察 スレバ、過牛数 二於 テ著

明ナル組織 ノ浸潤崩潰 ノ存在 スルテ認メ得ルモ

血色素量、酸素容量、拉 ビニ酸素含有量 ヨリ推

定セラルル血液 ノ酸素運搬能ノ・稚 気減少セルモ

ノアレド、其撒未ダ比較的二少ナク、又酸素不

飽和度 ヨリ推定セラルル肺臓内酸素吸吸能ノ・殆

限局性病竃群ノ測定概要値

1

血色 素量 酸素容量
(%)(容 積%)

i酸 素

含有量
〆容積%)

酔素不

飽 和度
(%)

炭酸「ガ刈
含 有 量
(容積%)

赤沈速度
(mm/時)

男 子.最

平 均 値 95 19.1 17.9 6
一}

47.1 34

高 値 117 22.4 21.0 15 54.5 69

最 低 翫 59 11.8 10・91 2 40.5 1

「異 常 例 籔 32% 36% 36%17% 0% 64%

レ雫 均 値 96 17.4

遊:li6
47.8 42

女 子
最 高 値 124 22.3

110
54.1 90

最 低 値 81i15・0 14,1141 41.5 51
一
翼 常 例 敬 133%[33% 33%122% 10%!89%
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第8表 肺結核片側性病竃群男子ノ測定値

姓 名 年齢
血 色
素 量
(%)

酸素容
量(容
積%)

酸 素

含有量:
(容 積
%)

酸素不
飽和度
(%)

炭 酸「
:ガス」

含有量(容積

%)

赤 沈
速 度

(〕mノ時)

呼吸数脈搏激饅 温L、
(。C)

一繊1精 糖

1
■ 37 102 19.9 19.01430「 …瀞 18 96 37.1 1 十

■ 28 102 20.1 ・9・214129 21 64 36.8 1 十

一 18 87 18.0 ・6・717i43・2・59 30 102 35.9 一 十

■ 35 72 14.8 13.68144.211051 24 104 36.7 一 十

■ 27 101 20.5 ・8.5[・1必.7;28 26 108 37.5 1 十

■ 29 83 17.0 15.0,1247.21721 18 86 36.7 一 十

■ 28 72 15.2 ・3・21・3}49・2}96 30 90
一

36.4 一 十

■ 45 67 13.8 111.9114149.211101 26 110 39.1 1 十

一 65 77 16.0 13.5i1ポ54.4ユ16 18 66 36.0 一 十

■128 100 20.6 17.2コ644.5180
1

26 84 37.3 1 十

■ r

23 89 18.1 16.97143.9163
し

20 96 37.2 一 十

干均値 87 17.6
}15.gi1047.7172 23 96 37.0

:第9表 肺結核片側性病竃群女子ノ測定値

酩

■
■
■
■
■
■
■
■
■
輔

吸呼
流
渡
嘲

赤
連
曲

幣
鮮

不
度
)

素

和
%

酸

飽
(

素
量
強

酸
舖
窮

容
容

)

素
(

%

酸

景
積

色

量
)%

血
素
(

飴牛

30321」4913惑11ゆ137526

25081コ519ユー6あ179429

2842β必10312」137525

2132溶4111」14
。
5169119

278424512
。
516

。
71803129

2272」4612洛1241485

2646ユ5520413コー694

2・
7

22121②486』133137741

2080350102143158834

257944811813喬1587

ン ド正 常__..保タル ル 事 ラ知 ル。 術 炭 酸 「ガ ス」含

有 量 ヨ リ推 定 セ ラルル 肺 臓 内炭 酸 「ガ ス」排 出 ニ

ハ 何 等 ノ障碍 ナ キ コ トラ知 ル。

上 記 第5表 及 ビ第6表 中共 概 要 値 ラ摘 出 ス レバ

第7表 二見 ル が如 シ。

ロ)片 側 性病 竃群

「限 局 性 ヨ リノ・廣 キモ 爾片 側 全 部 二 及 バ ザ ル モ

ノ。 但 書 ノ・限 局性 二同 ジ」

此 ノ群 二屡 スル モ ノ男 子11名 、 女子9名 計20

名 二就 テ測 定 セ リ.練 テ開放 性 ニ シテ室 洞 テ登

見 スル モ ノ男 子5名(45%)、 女子3名(33%)ア

リ。 第8表 及 ビ第9表 参 照 。

脈搏徽

96

113

90

84

96

90

82

90

102

94

盤 温

(。C)

38.7

37.3

36.8

37.0

37.0

37.5

37.3

36.3

37.1

37.2

空洞数

2

9
～
一
9
0

結核菌

十

一十

一十

一十

一十

[十

一十

一十

一
十

一
十

第8表 二於 テ異常値 テ示 スモノニ就テ、之 ラ観

察 スルニ男子11名 中血色素量、酸素容量及 ビ酸・

素含有量 ノ限界値以下 ニアルモ ノ7例(64%)ア

リ。

酸素不飽和度 ノ限界値以上 ニアルモ ノ6例(55

%)ア リ。真中4例 ハ血色素量、酸素容量、酸

素含有量 ノ三者共 二限界値以下ニアリ。他 ノ1

例ノ・三者共二正常値 テ示 ス。残 り1例 ・・血色素

:量及 ビ酸素容量ノ・正常域 内ニアルモ其酸素含有

量ノミ相 之正常値以下ニアルモノナリ。即チ此

ノ例ノ・血液 ノ酸素運搬能 ノ・正常ナルモ肺臓内酸

素吸牧能障碍 ノ爲酸素含有量 ノ低下 ト酸素不飽
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和度ノ増大トヲ･来タセル事ヲ示スナリ。

炭酸｢が不｣含有量。・ヽ何レモ正常域内ニアリ。

赤血球沈降速度ハ總テ促進セリ。

叉第９表二就テ観察スルニ女子９名中、血色素

量、酸素容量、酸素含有量ノ三者共二限界値以

下ニアルモノ５例(56％)アリ。

酸素不飽和度ノ限界値ヲ越エテ噌大セルモノ８

例(89％)アリ、、此ノ中４例・ヽ血色素量、酸素容

量、酸素含有量ノ三者共二限界値以下・－アリ。

他ノ２例・ヽ酸素含有量ノえ限界値以下ニアリ。

残りノ２例二於テ､ハ血色素量其他三者共二其値

ノヽ正常域内ニアリ。嗇此ノ８例ヲ除タル残りノ

１例ニアリテヘ血色素量其他三者共二其値､ハ

限界値以下ニアレドモ、其酸素不飽和度ノヽ正常

域内ニアリ。卸チ此ノ例ハ其血液ノ酸素運搬能

ノヽ減少スレドモ、肺臓内酸素吸収能ノ健全ナル

事ヲ示スモノナリ。

炭酸｢ガス｣含有量ダヽ９名中１例ノえ限界値テ越

エタルモ、其程度軽微ナルヲ･以テ炭酸｢ガス｣含

有量ハ總テュ於テ正常域内ニアリト認・･ラルル

ナリ。

赤血球沈降速度ハ總テエ於テ甚グシク促進セリ

以上男女テ併セテ之ヲ要約スルトキ此ノ片側性

病竃群二易スル患者ニアリテヘ其過半数二於

テ血液運搬能ハ減少シ、且ツ肺臓内酸素吸収能

ノヽ障碍セラルル事ヲ知ル。印]チ酸素運搬能減少

或ハ酸素吸収能障碍ハ肺臓内結核病竃ノ披リ、

Ｘ線寫具像上二於テ略ｌ片側全肺野ノ1ﾑ以上

二亙ルニ及ｙテ次第二著明二現ノヽl／来ル事テ知

【第17巷

ルナリ。

狗肺臓内炭酸｢ガス｣排出､ハ異常ナシ。

上記第８表及ビ第９表中其概要値テ摘出ス1／バ

第10表二示スガ如シ。

　

ノヽ)雨側性病竃群

｢左右雨側共二種･をノ大キサ及ビ個数ノ陰影ヲ

見ルモ、猶全肺野二亙ラデルモノ｣

此ノ群二属スル患者男子15名、女子４名、計19

名二就テ測定セリ。總テ開放性ニシテ空洞ヲ登

見スルモノ男子12名(63が)、女子３名(75％)ナ

リ。第11表及ビ第12表參照。

第11表二於テ異常値ヲ示セルモノニ就テ、之

ヲ観察スルニ男子15名中血色素量、酸素容量、

及ビ酸素含有量ノ三者共二限界値以下ニアルモ

ノ10例(67χ)アリ。

酸素不飽和度ノ限界値以上ニアルモノ總テエ於

テ之ヲ見ル。其中血色素量、酸素容量、酸素含

有量ノ三者共二限界値以下ニアルモノ10例ア

リ。血色素量及ビ酸素含有量ノｊ限界値以下ニ

アルモノ２例アリ。血色素量及ビ酸素容量､ハ正

常域内ニアルモ酸素含有量ノミ限界値以下ニア

ルモノ２例アリ。残り１例二於テノヽ血色素量其

他ノ三者ノヽ共二正常域内ニアルモノナリ。

炭酸｢ガス｣含有量ハ何レモ正常域内ニアリ。

赤血球沈降速度ノ'ヽ總テ著ルシク促進セリ。

叉第12表二就テ観察スルニ女子４名總テ(100

X)血色素量、酸素容量、酸素含有量ノ三者共

二限界値以下ニアリ。而シテ何レモ其酸素不飽

和度ハ限界値ラ逢カニ越エテ壇大セリ。炭酸

第10表

　

片側性病竃群ノ測定概要値

血色素量
　(％)

酸素容量
(容積％)

酸　素

含有量
(容積％)

酸素不

飽和度
　(％)

炭酸｢９｣
含有量
(容積％)

赤沈速度
(ｍｍ／時)

男　子
(11名)

乎　　均　　値 87 17.6 15.9 10 47.7 72

最　　高　　値 102 20.6 19.2 16 54.6 116

最　　低　　値 67 13.8 11.9 ４ 43.2 29

異　常　例　敷 64％ 64％ 73％ 55％ O％ 100％

女　子

(9名)

平　　均　　値 87 15.6 13.8 11 48.1 79

最　　高　　値 103 18.7 16.5 20 55.1 132

最　　低　　値 75 ‘ 13.6 11.8 ６ 41.6 32

異　常　例　徴 56％ 56％ 78％ 89％ 11％ 100％
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第11表 肺結核雨肺性病竈群男子ノ測定値

姓 名 年齢
血 色
素 量
(%)

酸素容
量(容
積%)

酸 素
含有量
(容 積
%)

酸素不
飽和度(
%)

炭 酸
「カ●.ス」

含有 量(容積

%)

赤 沈
速 度
(mn1時)

呼吸馴脈搏数

i

骨豊 温

(。C)

ll

l
空洞数結核菌

暫 29 94 19.3 17.3 10 43.2 68 24 96 36.9 2 十

■ 19 62 12.9 10.3 20 51.9 120 25 128 37.8 3 十

■ 32 72 15.7
一

13.2 16 49.5

一一
85 26 80 37.4 2 十

■ 30 79 16.2 13.8 15 51.4 62 25 102 37.2 1 十

■ 23 102 20.9 18.0 14 47.2 48 31 124 37.6 1 十

■ 18 74 15.4 13.9 10 45.2 92 25 102 38.1 2 十

■ 25 73 15.2 13.5 11 48.9 130 24 110 37.2 2 十

■ 25 89 19.1 16.5 14 49.7 80 24 78 37.3 一 十

一 22 89 18.7 16.7 11 46.6 94 36 126 38.2 一 十

一 24 76 15.2 13.6 11 47.5 85 21 90 37.8 2 十

一 36 83 18.4 16.4 11 42.3 98 26 115 38.1 2 十

■ 29 94 19.2 16.9 12 49.7 71 26 108 37.1 2 十

■ 15 69 14.6 11.8 19 48.1 47i23 84 37.3 2 十

■ 42 81 16.5 14.6 12 48.1 112t26 90 37.7 一 十

一 28 79 16.2 13.9 14 46.7 102130 90 37.5 2 十

平均値 81 16.9 14.7 13 47.7 86i26 101 37.5
F 一一『 一

第12表 肺結核雨肺性病竈群女子ノ測定値

姓 名 年齢
血 色

素:量
(%)

酸素容
量(容
積%)

酸 素
含有量
(容 積
%)

酸素不
飽和度
(%)

炭 酸
「が.ス」

含有量
(容 積
%)

赤 沈
速 度
(mm1時)

呼吸数脈 搏:数
髄 温1
(。C)

1

空洞籔結核菌

■ 25 67112・5 10・引17 43・316152 12013δ ・4 2 十

■ 26 8114.7 12・7μ4 47・71105i38 126i38.9 1 十

■ 23 56 10.1 8・6i15 55・970i20 118 39.0 一 十

■ 18 75 13.6 11・2118 42・21120136 146 37.9 2 十

zF均 値 70 12.7 1。.71、6147,3175137 128 38.5 十

「ガ ス」含 有 量 二於 テノ・唯1例 ノ ミ梢 く限 界 値 ラ

越 エ テ増 加 セル モ、 他 ノ・絡 テ正 常 域 内 一 ア リ。

赤 血球 沈 降速 度 ハ3名 ニ ア リテノ・著 ル シ ク促 進

セル モ残 り1名 ハ正 常域 内 ニ ア リ。 此 ノ1例 ハ

測 定 後5日 ニ シテ死 亡 セル コ ト及 ビ既 二知 ラ レ

タル が如 ク赤 沈 反 慮 ノ・重 症 二於 テノ・却 テ遅 延 状

態 二人 ル コ ト トヨ リ考 察 スル トキノ・、其 赤 血 球

沈 降速 度 ノ促 進 ラ示 サ ザ ル コ ト何 等 不 思 議 トス

ル所 ナ シ。

以 上男 女 テ併 セテ之 テ要 約 スル トキ、 両 側 性 病

竃 群 二屍 ス ル患 者 二於 テノ、其 血 液 ノ酸 素運 搬 能

ノ・大 多 数 二於 テ甚 ダ シ ク減 少 シ、 且 肺 臓 内酸 素

吸牧能 ノ・線 テ著 明 二障 碍 サ ル ル モ炭 酸 「ガ ス」排

出 ノ・殆 ン ド正 當 二俣 タル ル事 テ知 ル ナ リ。

術 上 記 第11表 及 ビ第12表 中、 其 概 要 値 ラ摘 出

ス レバ第13表 二示 スガ 如 シ。

二)全 肺 野 性病 竈群

「全 肺 野 二種 々 ノ大 キ サ ノ陰 影 テ 多 数 二見 ル モ

ノ 」

此 ノ群 二属 ス ル モ ノ男 子6名 、女 子4名 、 計10

名 二就 テ測 定 セ リ.糖 テ開 放 性 ニ シ テ室 洞 テ褒

見 スル モ ノ男 子4名(67%)、 女子 二於 テノ・1名

モ ナ シ(0%)。 第14表 及 ビ第15表 参 照 。

第14表 二於 テ異 常 値 ラ示 セル モ ノニ就 テ、之 テ

観 察 スル ニ男 子6名 中、 血 色 素 量 、 酸 素 容量 、

酸 素 含 有 量 ノ三 者 共 二限 界 値 以 下 ニ アル モ ノ5
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第13表 雨肺性病竈群ノ測定概要値

男 子
(15名)

女 子
(4名)

1平 均 値

最 高 値

最 低 値

異 常 例 鍛
平 均 値

最 高 値

最 低 値

異 常 例 激

騰 量
81

102

62

80%

70

81

56

100%

離職 糞)
16.914.7

2・・g巨8.・

10.312.9

67%

12.7

93%

10.7

不
度
)

素
和
%

酸
飽
(
13

20

14.7

10.1

100/

10

100%

16

12.7

8.6

100/

18

14

100%

離離
8647.7

51.9

42.3

0%

47.3

55.9

42.2

25%

130

48

100%

75

120

6

75%

:第14表 肺結 核全肺野性病 竈群 男子 ノ測定値

姓 名 年齢
血 色

素 量
(%)

酸素容
量(容
積%)

酸 素
含有量(容積

%)

酸素不
飽和度
(%)

炭 酸隠1ガス」

含有量
(容 積
%)

赤 沈
i速 度

(m/時)

呼吸数脈搏数鵤 温空洞販結核菌

■ 35 78!16.4i 14.1 14 50.3 15 30 118 38.6 一 十

一 26 100120.41 16.9 17 49.5 101 24 111 37.1 3 十

一 18 82116・8 13.5 20 48.2 84 32 112 38.2 3 十

■' 20 81113・8 10.9 21 52.4 47 30 120 38.9 一 十

■ 35 64[13.2 10.0 24 47.8 108 34 90 37.8 2 十

■ 26 85117・8 14.7 17 49.7 98 28 98 37.8 2 十

干均値 R2116.4 13.3 19 49.7 76 30
「

108
1

38.0

.

1

第15表 肺結核全肺野性病竈群女子ノ測定値

姓 名 年齢
血 色
素 量
(%)

酸素容
量(容
積%)

{酸 素
含有量:
(容 積
%)

酸素不
飽和度
(%)

炭 酸
「ガ.ス」

含 有 量

窮 積1

赤 沈

速 度
m血/時1

1

1

呼吸漸 騰 監 興空洞鵬 核菌

と

1
16181 15.2 13.4 i一 一 一 斗一一一一一一1…

r一一
1249'32534'108136●gi-1+一

14{88 16.4 12.9 21 ・Oi32・ ・2136・81-L土一 55.7

■ 261g8 17.9 14.3 20 40.6
1

78128ig6137・ ・ 卜1+

■ 23188 16.0}12.3 23i47・2170i2096 37.oi引+

1平均値 189 16.4113.2 1gi48.2}461291103 36.glI

{列(83%)ア リ。

酸 素不 飽 和 度 ノ限 界 値 以 上 一 アル モ ノ6例 総 テ

ニ於 テ之 テ見 ル。 真 中5例 ノ・絃 テ血 色 素 量其 他

三 者 共 二 限界 値 以 下 一 ア リ。 残 り1例 ノ・酸 素 含

有 量 ノ ミ限界 値 以 下 ニ ア リ。

炭 酸 「ガ ス」含 有 量:ノ・何 レモ正 常 域 内 一 ア リ。

赤 血 球 沈 降速 度 ノ・著 明 二促 進 セル モ ノ5例 、 軽

度 ノモ ノ1{列 ア リ。

叉 第15表 二於 テ ノ・女 子4名 中血 色 素 量 其 他 三

者 共 二限 界 値 以 下 ニ アル モ ノ3例(75%)ア リ.

酸 素 不飽 和 度 ノ限 界 値 以 上__一.アル モ ノ4例 総 テ

二於 テ之 ラ見 ル。 真 中血 色 素 量 其 他 三者 共 二限

界 値 以 下 ∴ アル モ ノ3例 、 酸 素 含 有 量 ノ ミ限界

値 以 下 ニ アル モ ノ1例 ア リ。 炭 酸 「ガ ス」含 有量

ノ・1例 ノ ミ限界 値 ヲ・越 エ テ 増 加 セル モ ノ ア レ

ド、 他 ノ・総 テ正 常 域 内 ∴ ア リ。

赤 血 球 沈 降速 度 ハ総 テ促 進 セル モ、 真 中2例 ノ・

軽 度 ノ促 進 ラ示 セ リ。i

以 上 男 女 テ併 セ テ之 テ要約 スル ニ、 此 ノ全 肺 野

性 病 竈 群 三厩 ス ル 患 者 二於 テ ノ・大 多数 著 明 二血

液 酸 素 運 搬 能 ノ・減 少 シ、 且肺 臓 内酸 素 吸牧 能 ノ・

著 明 二障 碍 セ ラル ル事 テ知 ル。
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第16表 全肺野性病竈群ノ測定概要値
欄

血餅 騰
(簑繍 騨論 難

平 均 値82 16.413.3 19 49.7 76

男 子 最 高 値100
(6名) 最 低 値64

異 常 例 倣83%

亭 均 値189

女 子 最 高 値98
(4名) 最 低 値81

20.4

13.2

83%:

16.4

17.9

15.2

異 常 例 藪175%75%

16.92452.4108

10.01447.815

100:%100%0%100ク 。

13.21948.246

782355.714,3

101240.612.3

100% 、。。%25%1、 。。%

第17表 浸 出性肋膜炎患者 ノ測定値

酸 素血 色 酸素 容
含有量姓 名 年齢 素 量 景(容
(容 積

1(%)積%)%)

炭 酸
酸素不 「ガヌー赤 沈
飽和 度 含有量 速 度
(%)(容 積(mm/時,

%)

llI

願㈱ 購c興
i}

1

空洞藪結核菌

一24b814.112.81954.16026108138.y

2410220.818.51144.35834106138.9「

十

男子 ■
■1919618・916・1

8917.915.8平 均 値

女子 一52 9417.215.2

1552・1・551お102

1250.25829105

1251.98820 78

37.8・

38.51

36.5一=・ 一ト

炭酸 「ガ ス」排 出 ノ・依 然 ト シテ正 常 域 内 ニ ア リ。

上記 第14表 及 ビ 第15表 中、 其 概 要値 ラ摘 出 ス

レバ第16表 二示 セ ル が如 シ。

B.浸 出 性 肋 膜 炎 ト動 脈 血 「ガ ス」

含有 量 鼓 ビ ニ血 色 素 量 トノ関 係

浸 出性 肋 膜 炎患 者 男 子3名 、女 子1名 、計4名 一

就 テ測 定 セ リ。 何 レモ片 側 第 四肋 間腔 以 上 二漿

液 性浸 出液 ノ貯溜 テ見 タ リ。 第17表 参 照 。

第17表 二於 テ異 常 値 テ示 セ ・レモ ノニ就 テ、之 テ

観察 スル ニ男 子3名 中血 色 素 量 、 酸 素 容 量 、 酸

素含 有 量 ノ三 者 共 二限 界 値 以 下 ニ ア ・レモ ノ1例

(33%)ア リ。

酸 素不 飽 和 度 ノ・絡 テ ニ於 テ限 界 値 テ越 エ テ増 大

セ リ。 興 ノ中1例 ノ・血 色 素 量 其 他 三者 共 二正 常

域 内 一 ア リ。 他 ノ1例 ノ・酸 素 含 有 量 ノZ残 り
門

1例 ノ・三 者 共 二限 界 値 以 下 ニ ア リ。

炭酸 「ガ ス」合 有 量 ノ・正 常 域 内 一 ア リ。

赤 血球 沈 降 速 度 ノ・総 テ著 明 二促 進 セ リ。

又 女子1名 二於 テノ・、 酸 素不 飽 和 度 ノ・限 界値 ラ
関越

エ テ増 大 セ リ。 炭 酸 「ガ ス」含 有 量 ノ・正 常域 内

ニ アル モ、赤 血 球 沈 降 速 度 八苦 ル シク促 進 セ リ。

以 上 男 女 ラ併 セ テ之 テ要 約 スル ニ、 浸 出 性 肋膜

炎患 者 二於 テ ノ・肺 臓 内酸 素 吸牧 能 ノ・著 明 二障 碍

サル ル モ、 炭 酸 「ガ ス」排 出 ニノ・異 常 ナ キ事 ヲ知

ノしo

以 上 ノ表(1-17)二 就 テ述 べ タル 結 果 ノ・他 ノ諸

測 定 値 ノ 結 果 ト掛 比 シテ之 テ第19表 二総 括 セ

リ。

C.呼 吸轍 、脈 搏轍 、 髄 温 及 ビ赤 血 球 沈 降

速 度 卜動 脈 血 酸素 不 飽 和 度 トノ関 係

上 述 セ シ諸 例 テ通 ジテ即 チ健 康 者20名 、肺 結 核

患 者84名 及 ビ肋 膜 炎 患者4名 計110名 二就 テ

其 呼 吸数 、 脈 搏:撒及 ビ龍 温 ト酸 素不 飽 和 度 ト ノ

關 係 テ圖 上 一取 リテ之 ラ掛 比 ス レバ次 ノ如 シ。

の 呼 吸 数 、 脈 搏 数 及 ビ磯 粗

塩1、 第2、 第3圖 』見 ・レが 如 キ結 果4得 ル。

即 チ酸 素 不 飽 和 度 ト呼 吸数 及 ビ脈 搏 敷 ト ノ關 係

ノ・偏差 ノ領 域 ノ・可 ナ リ廣 キモ略z相 伴 ヒ テ増 加

スル 傾 向 サ見 ル。

特 二罷 温 トノ相 關 関 係 ノ・圖 二於 テ見 ルが如 ク、

甚 ダ不 明 瞭 ナ レ ドモ 試 ミニ 之 テ農 温37℃ ノ線

テ以 テ匠 分 一/,ルトキノ・、 夫 レ以 下 ノ温 度 二於 テ
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呼
吸
数
↑

第１圖

　

呼吸斂ト動脈血酸素不飽和度トノ関係
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刄
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第２圖

　

脈雄敷ト動辰血酸素不飽和度トノ関係
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.'ヽ酸素不飽和度ノ大多数ハ2％－12ガノ範園内．

ニアレド37°Ｃ以上二於テノヽ其大多数ノ･ヽ4χ－

20Xノ範園内,ニ,全部披ガリ，叉37.5°Ｃヲ限界

トスルトキハ總テ９χ以上－アルコトこヨリ

僣
温
（
℃
）
↑

第３圖

　

替温ト動脈血酸素不飽和度トノ関係
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第４圖

　

赤沈速度1ヽ動脈血酸素不飽和度トノ関係
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ロ）赤血球沈降速度

赤血球沈降遂度１時間値ト酸素不飽和度トラ對
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第５圖

　

動紙血炭酸｢が｣ス｣含有量ト動脈血

　　　　

酸素不飽和度トノ関係
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比セルニ、第４圖二於ヶルガ如キ

結果ヲ得タリ。印チ此ノ圖二就テ

見ルニ赤血球沈降速度lヽ酸素不飽

和度トノ開係ハ甚グ明瞭テ訣クモ

患者ノ大多倣二於テハ赤血球沈降

速度正常値(10ﾄﾉ限界ヲ越ユルト

共ニ、其酸素不飽和度モ亦其正常

値ノ限界(８％)テ越ユルモノ甚グ

多ク、此ノ雨者ノ間二幾分ノ相開

的開係テ見ル。

　

Ｄ．

　

動脈血炭酸｢ガス｣含有量

　　

卜動脈血酸素不飽和度及ビ

　　

赤血球沈降速度トノ開係

既二動脈血炭酸｢ガス｣ノ肺臓内端

散・ヽ肺結核ノ病竃ノ端大拉ビュ浸

出性肋膜炎ニ

　

ヨ

　

ノレ呼吸腔ノ狭少lヽ

ハ無開係ニシテ、其炭酸｢が勺含

有量ハ正常値ノ域内ニアル==1トテ

述ベタリ。今既述ノnO名ノ炭酸

｢ガス｣含有T緊卜酸素不飽和度及ビ

赤血球沈降速度１時間値トラ圖上

二於テ之ラ對比シ、以テ其間二何

等ノ相開開係ナキコトラ示セリ。



736 吉村＝肺結核二於ケノ1/動誠血｢ガベ｣分析二依ﾉ1／肺臓検査二就テ 【第17巻

　　　

Ｅ．

　

血色素量叉ハ酸素容量ト動脈血

　　　　　

次二酸素容量ト酸素含有量トヲ對比シテ其開係

　　　　　　　

酸素含有量トノ開係

　　　　　　　　

テ見ルニ第８闇二示スガ如シ。圓中ＭＮ直線

既述ノ被検者110名ノ血色素量ト酸素含有量ト

　　

。ハ酸素不飽和度3X、ＰＬ直線ハ酸素不飽和度

ヲ･對比シテ其開係ヲ見ルニ第７闇二兄ルガ如

　　

８ガラ示ス直線ニシテ肺臓内酸素吸収能ノ正常

シ。卸チ闇上ノ各黙ハＭＮ，ＰＬ二直線間二存

　　

限界ラ示セルモノナリ。故二酸素運搬能ノ減少

在ソヽルコトザ認ム。ＰＬ直線ハ便宜上Ｐ鮎(60　　ラ来スモ、肺臓内酸素吸収能が正常ナルトキノ'ヽ

がSahli, 12.0容積χ酸素)トＬ黙(100 Sahli,　　各賓測値ハ總テMN, PL二直線間二位スベ゛キ

20．0容積％酸素)トヲ･連結セル直線ニシテ、

　　

理ナリ。而シテ闇二於テ見ラノレノレ如ク、上記二直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●
ＭＮ直線ハ著シク偏倚セルモノテ除キテ闇上ノ

　　

線間二尚ＰＬ直線ヨリ下方二偏スル多数ノ鮎ヲ

各黙ヲ包含シ得ル様二引キタル直線ナリ。

　　　　　

認ム。卸チ是等ノ各鮎ハ肺臓内酸素吸収能ノ障

若シ動脈血酸素含有量ノ減少が血色素量ノ減少

　　

碍サレタル事及ビ其障碍程度テ示スモノナリ。

ノミェヨリテオコルモノナルトキヘ賓測値ノヽ

　　　　

Ｆ．動脈血酸素不飽和度卜肺結核ノ

略Ｉ ＰＬ直線二沿ヒテ或ハ之二拉行シテ分布ス　　　　　　　　　　憧後トノ開係

ベキモノナルニ、其賓際｡ハ闇二一見ルガ如ク酸素

　　

既二動脈血酸素不飽和度ハ肺結核病竃ノ披大二

含有量ノ減少二件ヒテ血色素量｡ハ此ノ直線ヨリ

　　

件ヒテ、其正常値ノ限界テ越エテ噌大スノレコト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●
そ上方二偏スルモノ多シ。之郎チ酸素含有量ノ

　　

及ビ浸出性肋膜炎ニヨノレ呼吸腔ノ狭少ニョリテ

減少ハ血色素量ノ訣乏が其原因iヽナル外べ酸

　　

モ亦噌大スノレコトテ述ベタリ、依ツテ是等ノ患

素不飽和度ノ噌大モ亦其原因ノ11ヽナレル事ラ

　　

者二就テ、其酸素不飽和度ラ或ル期間ヲ･経テ逐

示スモノナリ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

次測定シ、後其各測定値ト病勢推移トノ開係ヲ

　　　　　

第８圖

　

酸素容量ト動脈血酸素含有量トノ開係

　　　　　　

:号察セルー第18表二示セルガ如

2
４

　

５

　

２

　

む

　

３

　

叩

　

丿

　

β

　

泌

　

巧

　

４

　

乃

　

２

　

μ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酸
素
含
有

量ｊ
（
容
積
％
）
↑

７

　　

７ハ　　り　12　!3　14　15　16　j7　18ﾉ･?　２∂　Ｚ１　２２　Ｚ３　２４

→酸素容量(％)

キ結果ザ得ル。

即チ酸素不飽和度ノ次第二増大ス

ル事ラ示スモノハ、總テ病竃ハ漸

次緩大シ、遂ニ｡ハ死ノ韓蹄テトル

ニ至レリ。然ルニ酸素不飽和度ノ

噌大スノレコ

　

トナク正常値ノ限界内

－アフレー=ｅノハ病竃ノ緩大スルコト

ナク總テ軽快退院ノ韓蹄ヲトl／

リ、、

浸出性肋膜炎一例二於テ、浸出液

貯溜時ニ砺％ラ示セシ酸素不飽

和度ハ治療後浸出液減退スルト共

ニ５ガユナリ、後該患者ハ軽快退

院セリ。

以上表二示セル結果ヲ要約スル

ニ、肺結核二於テハ酸素不飽和度

ノ正常値ノ限界ヲ･越エテ次第二増

大スル傾向アルモノハ、病勢剽ヒ

シ、其像後ハ不良ナリト推定シ得
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姓名1病

第18表 動脈血酸素不飽和度 ト肺結核 ノ豫 後 トノ關係

竈、併 獲 症 酸 素 不 飽 和 度、測 定 日

■1全 肺野性・囎 結核 18/%IIS-1]1

… 一}30/XHS
-11

21/X皿S-11

30/XHS-11

161皿S-14

26/1S-12

2811S-12

25/X皿S-13

111VS-13

26/XS-13

27/1S-12

141皿S-12

11/XIS-11

21/X五S-11

21/XHS-11

28/XIS-12

22/X皿S-11

26/X∬S-11

24/VH:S-11

1811S-12

1330!1S-12

■
i
璽
■
亘
■
i
亘
■

片側性→雨肺性

片側性→全肺野性、喉頭結核

限 局性 →全 肺野性

雨肺性 →全 肺野性

雨肺性→全肺野性、喉頭結核

片側性→ 雨肺性 、腸結核

全肺野性 、腸結 核

片側性→全肺野注、喉頭、腸結核

片側性 一r雨肺性

■ 片 側 性

■1限 局性→雨肺性
　

■i浸 出性肋膜炎

■ 院側性
　

一 片 側性

■!限 局性、脊椎 「カリエ ス」
　

■ 限局性

■1限 局性

■ 匝局性
■ 限局性

191皿S-1213

15/IS-1214

12/皿S-125

7/皿S-1413

261VIS-1212

241VIS-129

25/XS-139

1/XIS-1312

3/∬S-1411

12/XS-127

19/H4

21/皿S-1215

241皿S-125

24!皿S-124

26/皿S-124

6/▽IS-129

24畑S-125

131VS-124

71VS-1213

S-12軽 快 退 院

随

一墨⊥ 一_一_」31!1
186/皿

1613/XS-1220
113!XS-1217611

「21

、9123佃
ト119/1XS

-12

12301×

153!皿S-1420

1524,mS-1411入

512畑S-146
、 入

16/VIS-13141

×27/∬6

一
4

一
5

一
4

一
7

一
6

一
5

一
7

21/XIS-126

　30/g

　1

111皿

Y
昌

Y
凸

/

/

4

2

錦

S-12死 亡

S-12死 亡

S-12死 亡

S-13死 亡

S-14死 亡

S-13死 亡

S-12死 亡

S-13死 亡

S-14死 亡

院 中

院 中

豊 入 院 中
S-12軽 快 退 院

S-12軽 快 退 院

S-12軽 快 退 院

S-13軽 快退院

S-12軽 快 退 院

S-13軽 快 退 院

S-12軽 快 退 院

S-12軽 快 退 院

第19表 測定平均値 ノi対比

!全員嘱 聯灘) 聯 難i灘 瞬 購 隆温
男

子

健 康 者 12 98 119 .8 18.8
『

5;47・817
一 一 一

18r70136L6一

限 局性 群 28 95 19.1 17.9 6 47.1 34
一

112018436
.81

1

片側 性 群 11 87 17.6 15.9 10 47.7 72 2396137.0

雨肺 性 群 15 81 16.9 14.7 13 47.7 86 261101137.51

全肺野性群 6
-

3

82

89

16.4 13.3 19 49.7 76 30[0838.0

肋 膜 炎 1、7.9 15.8 12 50.2 5812910538.5

女

子

健 康 者 8
-

9

96 17.2 16.2

16.4

6 46.2 9 187436.7

限 局性 群 96 17.4 6 47.8 42 209037.1

片 側性 群 9 8715.6 1 13.8 11 79 25194・37.2

雨 肺性 群 4 70 112 .7 10.7 16

19

48.1
-

47.3

48.2

i75
1

37128巳38.5

全肺野性群[
1

89 16.4 13.2 } 461 291103136.9

月力 膜 炎1194 17.2 15.2 12;51.918812017gl36.5

ルナリ。

G.測 定平均値J対 比

既述 ノ110名 二就テ測定 セル血色素量、酸素容

量、動脈血酸素含有量、酸素不飽和度、炭酸「ガ

ス」含有竜、赤血球沈降速度、 呼吸数、 脈榑撒

及ビ膿温 ノ平均値 テ男女別拉 ビニ病竃辞別二対

比 スル トキノ・第19表 二見 ル が如 キ結 果 テ得 ル。

即 チ病 勢 ノ増 悪、病 竃 ノ櫨 大 二件 ヒ テ血 色 素 量 、

酸 素 容 量拉 ビ ニ酸 素 含 有 量 ノ・減 少 シ、 酸 素 不 飽

和 度 ノ・正 常 値 ノ:域ラ越 エ テ増 大 ス。 炭 酸 「が ス」

含 有 量 ノ・総 テ健 康 者 ト等 シク正 常 域 内 ニ ア リ。

呼 吸 数 ・・酸 素 不 飽 和 度 ノ正 常 域 ラ越 エ テ増 大 セ
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即チ組織ノ浸潤崩潰二因ル肺臓内酸素

吸牧能ノ障碍著明ナルモノニ於テ・ヽ噌加セリ。

之郎チ値内酸化機韓二不足セル酸素吸牧ヲ補ハ

ントスル肺臓代償作用ヲ示セルナリ。

脈傅数ハ酸素含有量限界値以下二減少シ来レル

トキ郎チ血液酸素訣乏ヲ起シ来レルトキニ於テ

【第17巻

増加シ、以テ循環系二條ル代償作用サ示セリ。

浸出性肋膜炎ノ賞例数ハ４例二止マルチ以テ、

其平均値二對シテ､ハ重要ナル意義ヲ附シ難キ

モ、其異常程度・ヽ略ｌ片側性病竃群ノ平均値ノ

前後二位スルモノト考ヘテ可ナリ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第四章

　

總

　　

括

1928年F. Pomplun ・ヽ肺結核患者ノ静脈血拉　　セシ読黙アリ。叉肺結核患者二呼吸性不全ノ存

ビュ動脈血ノ｢ガス｣含有量二就テ研究シ、肺結

　　

在サ認ムルモ、更二之ト結核病勢拉ビュ慄後ト

核ノ噌悪二件ヒテ動脈血酸素訣乏及ビ炭酸｢ガ

　　

ノ開係二就テ未グ詳細ナル研究ヲ見ズ。叉夫等

ス｣含有量ノ噌加スルコトヲ･述・ヽごタリ。氏ハ個

　　

ノ中賓験方法二於テ上記ノ如ク酸素容量ヲ直接

.々ノ酸素容量テ求ムルニ常リ、直接血液二就テ

之ヲ賓測セズシテ血色素量ヨリ酸素容量ヲ推算

セリ。其橘二氏ノ賓験例中動脈血酸素含有量ノ

値が酸素容量ノ値ヨリモ大トナルガ如キ矛盾ヲ

生ジタル例ヲ'認ム。

斯ノ如キ矛盾サ生ジタル所以へ元来血液酸素

含有量測定法ト血色素量測定法トハ其原理サ全

然異ニスルヲ以テ、其測定誤差ヲ生ズル因子モ

亦勿論異ナルノミナラズ、血色素量ヨリ酸素容

量サ換算スル際二用ピクル係敬二件フ誤差が酸

素容量ノ値二影響スルガタｙニ結局此ノ矛盾テ

生ジタルモノト考ヘラル。従ツテ其酸素容量ト

酸素含有量トノ差(氏ハ之ヲＲｅｌａtiｖｅSauers-

toff-Defizitト柵セリ)。叉ハ之ヨリ計算セル酸

素不飽和度ノヽ著ルシキ誤差テ含ム事ヲ免カレ

ズ。狗氏ハ炭酸｢ガフ、｣含有量噌加ノ意義尹緩｡々

述ベタルモ、其測定値ノヽ正常値ノ域内ニアルモ

ノナレバ、其意義タルヤ何等意味ナキモノト考

ヘフノレＯ

1931年Ｋ． Jansen, Ｈ．Ｗ. Knipping ｕ．Ｋ・

Stromberger刈説述ノ如ク諸種肺疾患ノ動脈

血酸素飽和障碍ヲ検シ、之二對シテ呼吸性不全

ナル概念ヲ樹立スルニ至レリ、、

然レドモ従来是等諸家ノ研究二於テハ動脈血探

取ハ總テ僥骨動脈穿刺二依リシガ篤二臨休上ノ

施用、将叉研究二際シテ甚グシキ困難ヲ件ヒ、

従ツテ甚グ少数宵iii(3-25例)ヨリ結論ヲ誘導

資測セズシテ血色素量ヨリ計算セルガ如キ訣勤

アリテ研究二精密ト確賓性トテ訣ク憾アリ。

之二反シテ本研究ハ斎藤(1937) ;微量血液｢ガ

ス｣測定装置ヲ用ヒ、耳柔ヨリ頗ル簡軍確賓二

探取シタル動脈血二就テ分析ヲ行ヒ、以テ健康

者20名、肺結核及肋膜炎患者90名計110名二

就テ詳細研究セルモノナリ。且其動脈血酸素不

飽和度ハ酸素容量ト酸素含有量トノ賓測値ヨリ

計算セルモノニシテ上記ノ如ク血色素量ヨリ換

算セルモノニアラザルヲ以テ其賓験成績ハ逢カ

ユ大ナル正確度ラ有スルモノト考ヘラル。而シ

テ其研究結果ノ最モ著明ナル鮎ハ肺結核患者。・ヽ

病竃ノ披大二件ヒテ血色素及ビ酸素容量ノ減

少、動脈血酸素含有量ノ減少拉ビエ酸素不飽和

度ノ増大ヲ･認ムノレコ

　

トナリ。而シテ此ノ三者ノ

受化ノ'ヽ互ヒ二一定ノ開係ヲ有スルモノナリ。

今酸素含有量ノ減少二對シテ八三種ノ原因ヲ考

へ得ベシ。郎チ第一二血流ノ血色素含有量ノ減

少が其因ヲナスコト論ザ侯タズ。第ニュ血色素

量二減少ヲ来タサデル場合二於テモ、若シ其一

部分が酸素結合能ヲ喪失シタル時ニハ同様二酸

素含有量ノ減少ヲ来タシ得ルナリ。更二第三ノ

原因トシテハ肺ノー部分が｢ガフヽ｣交換能カヲ･喪

失シタル篤二此ノ部分ヲ流通スル血液ノヽ｢ガス｣

交換二開シテ肺血行短絡部トナリ、篤ニ｢ガフ、｣

交換テ受ケデル静脈血が其儀左心二於テ他ノ健

全ナル部分ヲ流通シテ完全二動脈血化セル血液
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ト混合フ、ル事とナリ、、

賓験上此ノ三種ノ原因ヲ匹別スルタ・にｰﾊ、第

一ノ原因ハ血液ノ血色素量刊則定フ、レバ、之テ

確カノ得ルコト明カナリ。而シテ上記賓験結

果ニョレバ肺結核患者ノ血色素早ハ病竃ノ進展

殲大二件ヒテ漸次減少フ、ルコトヲ･認ム。之所謂

結核性貧血ナルモ、重症結核印チ全肺野性病竃

群二於テ・ヽ之が若干恢復ノ徴候刊

第ニノ原因ハ動脈血ノ血色素量ト酸素容量トテ

比較シテ酸素結合能テ喪失シタル血色素ノ存否

ラ決定ソヽルコトーヨリテ之ヲ知り得゛シ。此ノ

鮎二開シテ著者ハ既二賓験二依リテ肺結核患者

ノ血色素量ト酸素容量トノ比が病勢ノ軽重二開

係ナク、健康者二於ヶル値ト等シキ値ラ示フ、事

ヲ･報告セリ。故二肺結核患者ノ血液中二刈

ヲ･受ケテ酸素結合能ヲ･喪失シタル血色素ノ存在

セデルコトヲ知ルナリ。

更二第三ノ原因二開シテハ、動脈血ノ酸素不飽

和度が噌大セルカ否カニ依リテ、肺血行二短絡

部ノ存在フ、ルヤ否ヤテ知り得ルナリ。斯ノ如キ

血行短絡部ノ有無拉ビュ程度ヲ知ル事。・ヽ、肺臓

機能障碍検査二於テ最モ重要ナル價値ノ存スル

黙ナリ。而シテ著者ノ本研究結果二依レバ、肺

結核患者ノ動脈血酸素不飽和度ハ明カニ病竃ノ

進展演大二件ヒテ増大フヽルコトヲ認ノ･タリ。

特二既述ノ如ク浸潤崩潰シタル肺臓組織ノ領野

739

が、Ｘ線寫具像上片側全肺野ノ略いﾑ以上二

亙ルニ及ビテ漸ク酸素不飽和度ハ正常限界ヲ越

エテ噌大シ血行短絡ノ殺生ノ、ルコトヲ･確ノ･タ

リ。

故二肺結核患者二就テＸ線寫具ヲ撮影フヽルト同

時ニ、其動脈血酸素不飽和度列則定フ、ルトキハ、

肺臓二於ケル血行短絡ノ有無拉ビュ程度ヲ明暗

二知り得ルト共ニ、之ヨリＸ線寫具像上ノ病竃

ノ噴大程度ラヨリ精確二推測シ得ルナリ､。

更二同一患者二就テ其酸素不飽和度ノ漸次増大

スルモノ・ヽ病勢ノ悪化テ示ソヽハ勿論、叉既述ノ

如ク其憬後不良ナリ。

叉本研究結果二依レバ動脈血炭酸｢が勺含有量

ハ組織ノ浸潤崩潰ト開係ナク、常二正常域内ニ

アリテ其肺臓内端散速度ノ依然トシテ大ナル事

ｦｰ示セリ。

狗本研究二於テ認ノラレタル肺結核患者ノ呼吸

散ノ増加ハ明カニ動脈血酸素不飽和度噌加一

對スル代償的呼吸促進現象ニシテ、脈傅敬ノ噌

加ハ動脈血酸素含有量ノ低下二對スル代償的循

環促進現象ナルコトハ詳論列矣タズシテ明カナ

リ。

浸出性肋膜炎二於テヘ其責験例僅カー４例ナ

ルモ何レモ動脈血酸素不飽和度ハ噌大シ、動脈

血炭酸｢ガソヽ｣含有量。・ヽ總テ正常値テ示セリ。

結

　　

論

1。

　

肺結核患者ノ動脈血ノ血色素量拉ビュ酸素

容量ハ病竃ノ攘大二件ヒテ漸次減少フヽ。但シ病

竃全肺野二及ピクル場合ニ・ヽ却テ之が若干恢復

ノ徴候ヲ･認ム。

2．

　

肺結核ノ病竃披大二件ヒテ動脈血酸素含有

量ハ減少スルト共ニ、動脈血酸素不飽和度ハ噌

大シ呼吸性不全現ル。

3.

　

動脈血酸素含有量正常域内ニアル肺結核患

者二於テモ亦、動脈血酸素不飽和度ノ増大シテ

呼吸性不全現ルル場合アリ。

4．

　

此ノ呼吸性不全ハ、結核病竃がＸ線寫具像

上片側全肺野ノ略いん以上二亙ルニ及ビテ漸

ク現ル。

5．

　

動脈血炭酸Fが勺含有量ハ肺結核ノ病竃噴

大ト開係ナク常二正常域内-・アリ。

６．

　

肺結核ノ経過中二於テ動脈血酸素不飽和度

次第二噌大シ来レル時ハ該患者ノ像後ハ不良ナ

リ、、

7．

　

浸出性肋膜炎二於テヘ其動脈血酸素不飽

和度ハ噌大セルモ動脈血炭酸｢が勺含有量ハ正

常ナリ。

稿テ終ルニ臨ミ校閲列易リタル正路倫之助教授
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